
令和5年度福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）成果発表会

田村市の自然体験を通じて
地域を担う人材を育てる事業

一般社団法人Switch 田村市地域おこし協力隊 佐々木



自然体験イベント 17回

放課後児童クラブ

出張イベント 11回

主な活動内容



趣旨 都市部ではできない

里山・裏山体験、自然体験

の機会を通じて、

人を育てる環境づくり・場所づくりを行い

地域に活動を根付かせる。



背景 自然豊かな土地

→森林で遊ぶ機会は激減

地域と子どもの接点

→急激に希薄化

子どもたちが年少時代に地域での郷

土を感じられる原体験を持てない

将来田村市に戻り、田村市で子育て

をして、地域を支えていこうと考えるこ

ともなく、さらに人口減少に歯止めが

かからなくなる可能性すらある



1.子どもたちに自分が生まれ育った地域に愛着や関心を持たせること。

2.大人たちの地域に対する役割づくりを行うこと。

地域や子どもとの関わりを通して自分の原体験を思い起こし、

「郷土を守り、後世に受け継いでいく」思いを強くしてもらうこと。

3.大人たちが持つ地域の生活の知恵や文化の体験機会を提供し、

その継承を図ること。

この活動を地域に根付かせ、

将来的に地域の人々の暮らしが持続可能となることが最大の目標



1.自分が生まれ育った地域に愛着や関心

【遊び場づくり】

荒れ地を開拓し、
自然素材で遊具作り

【親子で思い出づくり】

子どもだけでなく
親の意識醸成を目指す

【地域の自然に触れる】

放課後児童クラブにて
地域の自然素材を用いた

工作体験を実施



2.大人たちの地域に対する役割づくり

【遊ぶ・見守る】

地域の大人が
企画・運営に関わり
子どもたちをサポート

【技術指導】

大人から子どもへ
昔の遊びや生活の工夫

を伝える

【学生の関わり】

子どもにより近しく
地域には貴重な存在である

学生との関わり



3.地域の生活の知恵や文化の体験機会

【伝統体験】

幼少期から伝統に親しみ、
大人から子どもへ

少しずつ知恵と経験を
引き継ぐ

【古き良き里山生活】

昔の遊びや生活の知恵
を楽しみながら体験

【地域の祭り】

子どもと大人が協力して
竹灯籠を作り、

祭りの灯りとして提供



竹で遊具作り

竹炭作り

遊び場となる山の荒れ地を

参加者とともに整備

地域の放置竹林から

竹を切り出し

資源として活用

遊び終わった竹は

参加者とともに竹炭にして

土壌改良剤として活用

場所の持続可能性

荒れ地を整備



人づくり

場所づくり

イベント

コミュニティ観光・商品化

移住定住

社会性 環境性

人・場所の拡大の試行

「観光・商品化」の試行

地域の持続可能性

経済性

～課題と展望～



ありがとうございます
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